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船が必要なら 

つくってみては？ 
 

夢を見ることが好きな人々が居ます。 そし

て、「わたしがどれだけできる人材かを示す機

会があったらいいのに！」と思ったり、その

他にも“自らの乗る船がきた際に”、いかに

自分自身が何かを成し遂げるかについて話す

人もいます。そうー、私たちは、“機会が訪

れた”ときに、大きなチャンスをつかむとい

う話をするのです。ですが、機会が訪れた際

に私たちが昼寝をしていたらどうでしょう

か？または、ゴミ出しをしたり、趣味を追い

求めたりした場合はどうでしょう？ 

誰が作成したかはわかりませんが、とても

洞察の深いコメントを最近よみました。創世

記 6 章に登場し、家族と一部の動物たちを洪

水から守るために巨大な箱舟を建てる責任を

神から担わされたノアのことを覚えているで

しょうか。そしてそのコメントでは、こう指

摘されていました。「ノアは自分の船が来るの

を待ったわけではありません。彼は船を造っ

たのです。」 

私たちは今や、無料のランチや教育をはじ

め、自らの労に対する対価として得るもので

はない利益やサービスなどに注目する時代に

生きています。自分自身で、自身の必要を満

たす努力をせず、誰かが労を負うことを待っ

ているのです。言ってしまえば、宝くじを購

入する手間すらも自らかけず、宝くじに当選

することを期待しているとも言えます。 

若い頃、わたしは両親に甘やかされ、理性

的な労働倫理が欠如していました。ですが、

幸いにもわたしには指導をしてくれる叔父が

居ました。叔父はわたしに、「もし何かの分野

で成功したければ、達成するまでやり続けな

くてはならない」と、優しく、しかし、しっ

かりと教えてくれたのです。わたしがイエ

ス・キリストに従う信仰者となった後、わた

しは神が自身のキャリアを祝福してくださる

ように祈りました。ですが同時に、わたしは、

神ご自身がわたしにも自身の役割を果たすこ

とを期待されていることを理解していました。

そして最終的に学んだことは、神が「私たち

のうちに働く力によって、私たちの願うとこ

ろ、思うところのすべてを越えて豊かに施す

ことのできる方（エペソ 3:20）」であるとい

うことです。 

さて、ノアについてもう一度考えてみまし

ょう。聖書箇所から読み解くと、聖書学者た

ちはその洪水の出来事がおこるまで地球に雨

が降っていなかったと言っています。なので、

雨が降るだけでなく、地球全体が洪水になる

だろうと神がノアに告げられたとき、箱舟を

造る召しを与えられていたノアは、おそらく

少し当惑していたに違いありません。しかし、

主によって力を与えられ、ノアは命じられた

とおりに指示された巨大な大きさの船を建造

しました。私たちは箱舟を造るように神から

は依頼をされないかもしれませんが、神は同

じような手ごわいお願い事を私たちにしてく

るかもしれません。頼まれたとき、私たちは

その仕事を喜んで行うでしょうか？ 

聖書には、勤勉の重要性についての教えが

たくさんでてきます。特に、明確な目標と目

的を追求する点に関しては数多く述べられて

いますが、今回はその原則をいくつかご紹介

します： 

目標に到達するには夢以上のものが必要であ

る：ほとんどの人は、達成したい大きな志を

持っています。ですが、そのような甘い希望

だけ抱いたり、ただ希望を持つだけというの

は、私たちの夢を実現するには十分ではない

のです。「自分の畑を耕す者は食糧に飽き足り、

むなしいものを追い求める者は思慮に欠け

る。」（箴言 12:11）。 

行動は言葉よりも常に雄弁である：「口先では

なんとでも言える(言うは易し、行うは難し)」

というこの格言は、実際のコストが私たちの

心構えに基づいて発生するということを思い

起こさせます。目標を書き留めることはもち
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ろん良い考えです。ですが、目標を達成する

ために、測定可能で且つ具体的な計画を策定

してそれを実行する方がはるかに良いのです。

「すべての勤労には利益がある。おしゃべり

は欠損を招くだけだ。」（箴言 14:23）。 

中途半端な努力はめったに成功しない：ある

日、わたしの知人であるゲイリー・ハイフィ

ールドは、家族のためにより良い生活を望み

“たい”というその考えが、ある時から、自

身がもっと貢献できるよう変わるために様々

な努力をし“なければならない”という考え

にすべきであったことに気づきました。その

ような中でのゲイリーの努力は報われ、

「When Want To Becomes Have To（や

りたいがやるべきに変わる時）」という本を書

くにまで至り、今でも若者たちに大きな影響

を与えています。「何をするにも、人に対して

ではなく、主に対してするように、心からし

なさい。あなたがたは、主から報いとして、

御国を相続させていただくことを知っていま

す。あなたがたは主キリストに仕えているの

です。」（コロサイ人への手紙３:23-24）。 

 

もっと深めるために： 

１．個人的またはキャリアの面において、あ

なた自身を更に成長させたいと思える機会が

ありますか？もしあるとすれば、それはどの

ようなものでしょうか？ 

 

 

 

２．どのようにすれば、突然あなたの目の前

にドアが表れてあなたに機会が訪れるのを待

つのでなく、それらの機会を追求することに

もっと熱心になることができると思います

か？ 

 

 

３．神が箱舟を造るようにノアに命じられた

とき、ノアは何を考えたと思いますか？もし

同じことがあなたに起こっていたとしたら、

あなたはどのように反応したと思いますか？ 

 

 

 

４．一部の人々にとって、自分の夢や願望に

基づいて行動するのが難しいのはなぜだと思

いますか？もしあなたが、行動を起こすので

はなく「夢の国」で立ち往生している人を知

っている場合、あなたや周囲の誰かが、その

夢の国にいる人物が想像したことに基づいて

行動することをどのように助けることができ

ると思いますか？ 

 

 

 

参考聖書箇所リストです。参照ください：創

世記 6:9-22; 箴言 10:4, 13:4, 16:26, 

22:29, 27:18; 伝道者の書 9:10; エペソ 

2:10 
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この発行はロバート・タムジー氏によって

書かれた物です。月曜日のマナ®は CBMC よ

り毎週発行しているメールマガジンであり

「ビジネスとマーケットプレイスをキリスト

に」の世界的働きで、利益を求める活動では

無く、超教派で、1930 年に創立され、各業

界で働いている従業員、又、経営者へイエス・

キリストを宣べ伝える事を目的としています。 
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